
ఔに޻ྉには、スΪ౳の਑༿थ材が多͘用いΒれています。その੡଄ݪ材として用いΒれる߹൘のࢿஙݐ
͓いて、λʔルঢ়のס૩ഇӷがେ量にഉग़されますが、ࡏݱそれΒの用్はありまͤΜ。ס૩ഇӷのੑ質
をௐ΂たとこΖ、ࢎ߅、ੑە߅Խੑ΍ೋࢎԽ஠ૉ౳の有֐෺質のড়Խೳྗが高いことが分かりました。そ
こで、ס૩ഇӷதの有効成分をಛఆし、࠷దな利用ٕज़を開発することによͬて、ੜڥ؀׆Լで࢖用でき
るը期的なۭؾড়Խ剤を開発しました。

成果

߹൘੡଄޻ఔͰഉग़͢Δס૩ഇӷ
ɹݐஙࢿ材である合൘には、ࡢ今のݪ木事৘のมભによ
り、スギ౳の਑༿थ材が多く用いられています。੡造࣌
には、大ࠜのかつらΉきの༷にݪ木をΉいてബい୯൘に
し、ס૩させますが、その޻ఔではڧい木材臭を有する
するためݮ૩ৠ気が発ੜします（図1）。その臭気を௿ס
に、ס૩ৠ気に対してࢄ水処理をߦっていますが、この
処理により臭気のݩとなる木材成分がճऩされ、タール
ঢ়のס૩ഇ液が大量にಘられます（図2）。ݱ在それらは
用్がなく、ম٫ഇغされています。

૩ഇӷʹؚ·ΕΔԽֶ成෼ס
ɹスギをݪ木とした࣌にճऩされたס૩ഇ液をௐ΂たと
こΖ、スギ材のथࢷ成分であるδテルϖン類が6��、߳
り成分であるセスキテルϖン類が2��ؚまれていました

（図３）。特にׂ合の多い物質はδテルϖン類のフェルギ
ϊール、サンダラίϐマリϊールであり、྆ऀでഇ液の
約50�を઎めていました。

ೳੑػ૩ഇӷͷס
ɹס૩ഇ液の機能性をௐ΂たとこΖ、大௎ە౳に対して
酸化性もೝめられました。さ߅性があり、高いە߅いڧ
らにѱ臭・有֐物質に対するড়化能力をௐ΂てみると、
環ڥԚછ物質の一種であるೋ酸化஠ૉのড়化能力がۃめ
てڧく、その機能はൢࢢされているড়化剤（׆性୸）と
ಉ౳Ҏ্であることが分かりました（図4）。׆性にؔわ
る物質をௐ΂たとこΖ、ە߅性や߅酸化性についてはؚ
有ׂ合の多いフェルギϊールが、またೋ酸化஠ૉড়化能
力については、アϏΤタδΤン（図5）౳ෳ数の物質がؔ
。していることが໌らかになりました܎

ͷ։ൃࡎড়Խؾۭ
ɹס૩ഇ液の特௃を׆かした利用法として、有֐性が危
ዧされているೋ酸化஠ૉ౳の環ڥԚછ物質のড়化能力に
ண目しました。ס૩ഇ液にؚまれる不७物を除去し、最
దな利用技術などの開発をߦうとともに、フΟルムのද
໘にס૩ഇ液をృったড়化シートの試作・性能ධ価౳を
用できるۭ気ড়化剤を開発࢖Լでڥ環׆うことで、ੜߦ
しました（図6）。ס૩ഇ液には߅酸化性や環ڥԚછ物質
のড়化能力のڧい物質がڞ存しています。そのため、௕
期ؒ࢖用した࣌にੜ͡る有効成分のྼ化౳を௿ݮする効
果も期待できます。

ͷల๬ޙࠓ
ɹ合൘޻৔の෭産物として大量に発ੜしているס૩ഇ液
は、ݱ在のとこΖ用్がなくഇغされていますが、その
利用価値はۃめて高いことが分かりました。多機能な有
効成分の特性を׆かすことで、いΖいΖな利用法が期待
できるとߟえられます。ここで঺հしたۭ気ড়化剤はそ
の一例です。
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図1
߹൘੡଄࣌ʹഉग़͢Δס૩ৠؾ

図2
ճऩ͞れたλʔϧঢ়のס૩ഇӷ

図3
εΪס૩ഇӷʹؚ·れΔ෺࣭の֓ཁ

図�
εΪס૩ഇӷとੑ׆୸のೋࢎ化஠ૉড়化ೳのൺֱ

図�
ೋࢎ化஠ૉড়化ೳྗの͍ڧ
ΞϏΤλδΤン

図�
とড়化ೳのධՁ࡞ࢼのࡎড়化ؾۭ
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